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表 5-2 活性炭入替え工事費（見積ベース） 
見積もり条件
・4池取替費用

・投入活性炭量　408.96m
3

・請負工事費は４池取替、408.96m
3
投入するものとして見積もり徴収

AC　No. AC1 AC2 AC3 AC4 AC5 AC6 AC7 AC8

原料 石炭 石炭 石炭 石炭 石炭 亜炭 石炭 ヤシ殻

形状 破砕炭 破砕炭 破砕炭 破砕炭 破砕炭 破砕炭 破砕炭 破砕炭

活性炭単価

（円/m
3
）

470,000 450,000 460,000 520,000 648,000 590,000 510,000 660,000

請負工事費
（円）

310,794,000 301,092,000 305,943,000 334,488,000 394,548,000 367,246,000 329,659,000 400,268,000

工事費込み単価

（円/m
3
）

760,000 736,000 748,000 818,000 965,000 898,000 806,000 979,000

最小値に対する比率 1.03 1.00 1.02 1.11 1.31 1.22 1.10 1.33

RSSCT対象活性炭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AC　No. AC9 AC10 AC11

原料 石炭 石炭 石炭

形状 破砕炭 球状（成形） 破砕炭

活性炭単価

（円/m
3
）

586,000 1,100,000 600,000

請負工事費
（円）

365,299,000 607,728,000 372,020,000

工事費込み単価

（円/m
3
）

893,000 1,486,000 910,000

最小値に対する比率 1.21 2.02 1.24

RSSCT対象活性炭
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表 5-4 シミュレーション結果と参考規制値への適合状況 
活性炭1回再生当たり活性炭量： 408.96 m3/4池

AC1 AC2 AC3 AC4 AC5 AC6 AC7 AC8

採用回帰式
速報値を用いて作図
し、決定係数が大きい
回帰式を採用

－
対数回帰

10.409×ln（x）-7.2783
決定係数0.9669

対数回帰
11.674×ln（x）-15.878

決定係数0.9859

対数回帰
14.268×ln（x）-26.653

決定係数0.9645

対数回帰
11.619×ln（x）-21.681

決定係数0.9651

対数回帰
10.892×ln（ｘ）-18.469

決定係数0.9816

対数回帰
y=16.682×ln（x）-28.333

R2＝0.9865

対数回帰
9.9366ln(ｘ）-11.965

決定係数0.9704

対数回帰
10.536ln(ｘ）-14.765

決定係数0.9854
AC1～8破過曲線

北谷浄水場
系列数

－ － 4 4 4 4 4 4 4 4

0.66年
（8ヶ月） 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1 6.1

1年 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0
2年 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
3年 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3
4年 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
5年 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8
6年 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7

0.66年
（8ヶ月） 2478.5 2478.5 2478.5 2478.5 2478.5 2478.5 2478.5 2478.5

1年 1635.8 1635.8 1635.8 1635.8 1635.8 1635.8 1635.8 1635.8
2年 817.9 817.9 817.9 817.9 817.9 817.9 817.9 817.9
3年 545.3 545.3 545.3 545.3 545.3 545.3 545.3 545.3
4年 409.0 409.0 409.0 409.0 409.0 409.0 409.0 409.0
5年 327.2 327.2 327.2 327.2 327.2 327.2 327.2 327.2
6年 272.6 272.6 272.6 272.6 272.6 272.6 272.6 272.6

活性炭単価

県提示
・1系列＝4池単位で交換す

る場合を想定し、408.96ｍ
3

をメーカーに提示して見積
採取
・請負工事費を含む

千円/ｍ3 760 736 748 818 965 898 806 979

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 5.8 2.2 0.2 0.2 0.6 1.0 2.6 2.3

ランニングコスト 千円/年 1,884,000 1,825,000 1,854,000 2,028,000 2,392,000 2,226,000 1,998,000 2,427,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 9.8 5.2 2.4 2.0 2.8 4.3 5.6 4.4

ランニングコスト 千円/年 1,244,000 1,204,000 1,224,000 1,339,000 1,579,000 1,469,000 1,319,000 1,602,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 17.9 12.3 9.5 7.8 8.7 13.3 12.0 10.7

ランニングコスト 千円/年 622,000 602,000 612,000 670,000 790,000 735,000 660,000 801,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 22.7 17.8 14.5 11.8 12.9 19.8 16.7 15.6

ランニングコスト 千円/年 415,000 402,000 408,000 447,000 527,000 490,000 440,000 534,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 26.6 22.2 19.8 16.2 17.0 26.0 20.4 19.6

ランニングコスト 千円/年 311,000 301,000 306,000 335,000 395,000 368,000 330,000 401,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 28.5 24.3 22.4 18.3 19.0 29.0 22.2 21.5

ランニングコスト 千円/年 249,000 241,000 245,000 268,000 316,000 294,000 264,000 321,000

16池処理水の混合した濃度
（最大値） ng/L 30.3 26.5 25.2 20.5 21.1 30.1 24.1 23.5

ランニングコスト 千円/年 208,000 201,000 204,000 224,000 264,000 245,000 220,000 267,000

－ － 3 1 2 － － 4

参考規制値① 20 ng/L以下

参考規制値② 15 ng/L以下

参考規制値③ 8 ng/L以下

系列/年

単位
活性炭の種類

備考

実
施
設
の
シ
ミ

�
レ
ー
シ
�
ン

交換サイク
ル（年）毎の
処理水濃度
（最大値）及
び1年当たり
のランニン
グコスト

【処理水濃度（最大値）】
AC1～8シミュレーション
結果より
【ランニングコスト】
活性炭単価×所要活性
炭量

所要
活性炭量

408.96ｍ
3
/4池・系列×年当

たりの活性炭交換系列数 ｍ3/年

年当たりの
活性炭交換
系列数

系列数÷交換サイクル（年）

コストパフォーマンスが良い活性炭

2年

4年

6年

0.66年
（8ヶ月）

1年

3年

5年
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表 5-5 参考規制値以下を満足する為に必要な交換サイクル（年）と 

同サイクルにおける処理水濃度及び活性炭取替ランニングコスト 

AC1 AC2 AC3 AC4 AC5 AC6 AC7 AC8

交換サイクル（年） 年 0.66 1 1 2 1 1 1.0 1

処理水濃度 ng/L 5.8 5.2 2.4 7.8 2.8 4.3 5.6 4.4

ランニングコスト 千円/年 1,884,000 1,204,000 1,224,000 670,000 1,579,000 1,469,000 1,319,000 1,602,000

交換サイクル（年） 年 1 2 3 3 3 2 2 2

処理水濃度 ng/L 9.8 12.3 14.5 11.8 12.9 13.3 12.0 10.7

ランニングコスト 千円/年 1,244,000 602,000 408,000 447,000 527,000 735,000 660,000 801,000

交換サイクル（年） 年 2 3 4 5 5 3 3 4

処理水濃度 ng/L 17.9 17.8 19.8 18.3 19.0 19.8 16.7 19.6

ランニングコスト 千円/年 622,000 402,000 306,000 268,000 316,000 490,000 440,000 401,000

8ng/L
以下

15ng/L
以下

20ng/L
以下

参考規制値 単位
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(a)-2 4 年交換サイクルのランニングコスト比較 

つづいて吸着寿命の比較で選定した活性炭 AC4、5 及び比較対照の AC3 のランニ

ングコストを比較した。同一の交換サイクル条件における比較が適当であることから、

以下の根拠に基づき 4 年交換サイクルの単年ランニングコスト（千円/年）を比較す

ることとした。 
4 年交換サイクルとした根拠は以下のとおりである。 
 北谷浄水場は令和 2年度から 4年間において国庫補助による活性炭取替を 4年

に 1 回のサイクル（全 16 池を 1 年に 4 池取替）で実施する予定である。 
 北谷浄水場の過年度浄水実績（令和元年度平均 23ng/L）を下回るには 4 年以

下の交換サイクルが必要（比較対照の AC3 を含む場合）であるため。 
ここでは、実施設運用炭である AC3 のランニングコストを 1.00 倍として AC4、

AC5 のランニングコスト比率を求めた。交換サイクル（年）4 年のランニングコスト

比較の結果を表 5-9 に示す。表 5-9 に示すとおり、ランニングコストは AC3 1.00 倍

に対して、AC4 は 1.09 倍、AC5 は 1.29 倍の結果であった。 
表 5-9 4 年交換サイクルのランニングコスト比較結果 

AC　No.
4年交換サイクル
ランニングコスト

（千円/年）

ランニングコスト
比率（－）

AC4 335,000 1.09

AC5 395,000 1.29

比較対照
（実施設運用炭）

AC3 306,000 1.00

吸着寿命で選定した
活性炭

 
 
３）活性炭の総合評価 

上記の検討結果を踏まえて、選定された 2 種類について総合評価を行った。それぞれ

の条件における最も優れている活性炭は以下のとおりであった。 
吸着寿命の比較結果     AC4 
4 年交換サイクルのランニングコスト比較結果  AC3 

AC4 は AC3 に対して、ランニングコストは 1.09 倍掛かるが、3 条件参考規制値の範

囲（8、15、20ng/L）で 1.25 倍の吸着寿命が期待できる結果となった。一方、AC5 は

AC3 に対して、3 条件参考規制値の範囲（8、15、20ng/L）で 1.14 倍の吸着寿命が期

待できるが、ランニングコストは 1.29 倍掛かる結果となった。 
したがって、総合的＊に AC4 が優れていると判断した。 
＊総合的内容 
・吸着寿命が AC3 に対して 1.25 倍と優位となる。 
・ランニングコストは AC3 に対して 1.09 倍と大きな差がない。 

 






















